
 

湖南市立甲西中学校  令和８年（２０２６年） ５月８日 №3９１ 

沖縄での学び・沖縄から学ぶ 
４月２２日から２泊３日で沖縄へ修学旅行に行ってき

ました。出発前、現地での天気が心配されましたが、３日間

全ての行程において、予定していた体験活動を無事に終

えることができました。 

３日間の修学旅行をとおして、一人ひとりの自覚と責任の

ある行動が伴ったことや、お互いに高め合えるような声かけを

多くの場面でできていたことが、結果として仲間や集団の安

全安心につながったのではないでしょうか。修学旅行のしお

りに「３つの学び」ということを記載しました。 

そして、出発式当日には、そのことにくわえて「仲間からの学び」「集団としての発見や気づき」についてふれ

ました。３年間の学びの継続と、人と人とのつながりを大切にした今回の修学旅行。「学びの継続」といった意

味では、平和について語り継いでいくことの継続も求められていると思います。あわせて、「人と人とのつなが

り」の部分では、この修学旅行の期間はもちろん、現地の方々とのつながりを今後も細く長く大切にした学校生

活を送ってほしいと思います。多くの学びを今日からの学校生活にどうつなげ結び付けていくか。今後の学校

生活の様々な場面で、３年生には試されていることが多くあるように思います。 

「沖縄での学び」「沖縄から学ぶ」ことを大きなテーマとして３日間の修学旅行を終えました。 平和であ

ることのありがたみ。日常の暮らしの中にある幸せとは何か。世界に目を向けた時、今もなお紛争や戦争

が現実として起こっていること。戦争は最大の人権侵害です。「戦争の『記憶』が遠ざかるとき、戦争がま

たわたしたちに『近づく』」この言葉の意味を強くかみしめながら、修学旅行の終わりを次への始まりとし

て、様々な場面や機会につなげていってほしいと思います。                        （ 校長 ） 

 

鍛錬は千日の行・勝負は一瞬の行 ご声援よろしくお願いします。 

 
１４日（木） １５日（金） 

 
１４日（木） １５日（金） 

陸上 平和堂 HATO ｽﾀｼﾞｱﾑ 平和堂 HATO ｽﾀｼﾞｱﾑ 卓球 草津市立滋賀トヨタアリーナ 草津市立滋賀トヨタアリーナ 

サッカー 健康ふれあい公園 健康ふれあい公園 男子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 栗東西中学校 野洲市総合体育館 

男子テニス 甲南中学校 県民共済ドーム 女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 栗東中学校 野洲市総合体育館 

女子テニス 甲賀中央公園 長浜城ﾃﾆｽｶﾞｰﾃﾞﾝ 剣道 草津市総合体育館 草津市総合体育館 

男子バスケットボール 玉川中学校 栗東市民体育館 吹奏楽  守山市民ホール 

女子バスケットボール 雨山体育館 栗東市民体育館 （水泳） ｲﾝﾌﾛﾆｱ草津ｱｸｱﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ ｲﾝﾌﾛﾆｱ草津ｱｸｱﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ 

 

 

 

春季体育大会会場一覧 



夜間学級の新入生を含め１４０名でスタートした今年度。１年生は入
学後早々、４月１０日に交通安全教室を実施しました。甲賀警察署と湖
南市危機管理局より担当の方をお招きし、話を聞きました。この４月の１
か月間で、地域の方や、通学路を利用される車のドライバーの方から、
中学生の交通ルールとマナーについてお電話をいただくことがありまし
た。皆さんへはその都度、学級担任の先生や部活動顧問の先生から、
交通ルールやマナーについての話があったと思います。 
 乗り慣れたり通い慣れたりすると、どうしても横着になります。ふとした
油断が大事故にもつながりかねません。自転車も車両という扱いが道

路交通法では決められています。交通事故の被害者にも加害者にもなる可能性があります。また、自転車を運
転している人から見えている景色と、車を運転する人から見えている景色は違います。自分は安全と思っていて
も、車や歩行者から見ると違って見えている場合があります。道路は「公道」です。 
  歩行者、車両のすべてが道路を利用します。お互いの譲り合いや気配りを忘れないようにしましょう。 

 ◆上記の話は実話です。校長先生には 3 人の息子がいます。その二男のお話です。◆ 

              行 事 予 定  

１４（木）第６３回春季体育大会 
１５（金）第６３回春季体育大会 
１８（月）教育相談（～２５日） 
２０（水）家庭の日 
２２（金）⑤⑥１年生校医検診 
２６（火）⑤⑥生徒総会 
２７（水）家庭の日 
２８（木）全校歯科検診 
２９（金）２年生校医検診 
 
              行 事 予 定 
１（月）全校集会 
２（火）１年親子のつどい（⑤参観⑥講演会） 
３（水）２年校外学習（大阪） 
９（火）生徒会委員会 

１０（水）家庭の日 
１2（木）テスト期間部停（～6/19） 
1６（月）⑤⑥３年進路説明会 
１７（水）家庭の日 
 

１9（金）第１回定期テスト１日目（給食なし） 
2２（月）第１回定期テスト２日目（給食あり） 
2３（火）⑤⑥全校レクレーション 
２４（水）家庭の日 
２６（金）家庭の日 
２９（月）３年実力テスト 
３０（火）⑤⑥PTA 全員研修会 

 行 事 予 定 

１（水）家庭の日・第１回選挙管理委員会 
８（水）家庭の日 
９（木）家庭の日・合唱コンクールリハーサル 

10（金）文化祭 
1６（木）給食終了・学校公開日・⑥生徒会部活壮行会 
17（金）終業式 
18（土）夏季総体ブロック大会 
19（日）夏季総体ブロック大会 
27（月）夏季総体県大会 
28（火）夏季総体県大会 

 二男がまだ小学校 2 年生の頃でした。入学してから 1 年が過ぎ、分団登校にも慣れ始めたころのことでした。
6 年生の長男が班長をしており、分団旗を持って先頭を歩き学校へ向かっている時のことでした。二男は列の真
ん中からやや後ろあたりを歩いていました。登校中は前や後ろの友だちと、ついつい会話が弾み気が付けば前
や後ろの人との間隔も開いてしまうこともありました。 
 二男は、後ろにいる友達との会話に夢中になってしまったあまり、前方から自転車に乗って学校へ通う高校生
ぐらいの男性の存在に気付くこともなく話をしながら歩いていました。後ろを見ながら、しかも話をしながら歩い
ているので、ふと気が付くと道路の中央付近へはみ出していたことに気付いた時には時すでに遅し。前から走行
してきた自転車と衝突してしまいました。二男の右目の目尻付近と自転車の前かごの角の部分が当たり転倒し
てしまいました。目尻からは出血もひどく、長男が泣き叫ぶ二男を連れて何とか学校へたどり着くことができまし
た。自転車はそのまま走り去り、誰と衝突したかも分かりません。その後、父親は二男と 1 か月近く事故の現場に
毎朝立ち、自転車の男性を探しましたが見つけることはできませんでした。自転車の男性は今もなお、事故のこ
と、自分よりも何歳も年下の小学生に怪我を負わせたこと、その責任を取っていないことを背負いながら生活し
ておられることを思うと、とても複雑な心境です。 


